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IAMAS（イアマス）では、本年も多種多様な地域連携や産官学連携を

予定しておりました。しかし、年初から新型コロナウィルス感染症が急

速に拡がる中、人々の移動や接触が困難となり、予定していた事業の見

直し、あるいは中止を余儀なくされました。この感染症がいつどのよう

に収束していくかが不透明な状況にあって、これまで当たり前としてい

たモノやコトの在り方や価値観なども大きく変容しています。私たちの

地域連携や産官学連携においても、既存のやり方の代替としてではなく、

オンラインを活用した新しい方法への挑戦とそこから創造される可能性

を模索しながら、新たな連携事業に取り組んでいくことが課題となって

います。本報告書では、本学でどのようにオンラインによる連携事業を

実施したのか、また、そこからどのような発見や課題が得られたのかを

特集として取り上げました。是非、お読みいただければ幸いです。

—————
—————
—————
—————
—————
—————
—————

ぎふ未来音楽展 2020 三輪眞弘祭 －清められた夜－
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岐阜クリエーション工房 2020

イアマスこどもだいがく

イアマスこども研究会

新型グループ・ピクニック 2020 Autumn

Ogaki MIni Maker Faire 2020
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巻頭特集

今年は COVID-19の影響により、IAMAS内外のさまざまなイベントがオンライン環境

下での実施になりました。急速に普及しているオンラインイベントは、代替ではなく、

選択肢の一つになりつつあります。本学でも、止むを得ない理由からオンラインで実

施せざるを得ないケースもあった一方で、感染症対策に留まらない新たな取り組みと

して、既存のイベントの在り方を見直すきっかけとなったケースもありました。そこで、

今回オンラインイベントに関して、本学関係者にアンケートを実施し、調査結果をも

とに、今後のオンラインイベントの可能性について考えていきます。

Q

1.オンラインイベントに 携わりましたか？

3.どんなオンラインイベントに携わりましたか？

• トークイベント

• 勉強会

• ワークショップ

• 美術・映像・音楽・スポーツ・芸能などの展示・配信

• 学校説明会

• 同窓会　など

参加した
91.2 %

運営した
82.4 %

参加していない
8.8 %

運営していない
17.6 %

1回

2~3回

4~6回

7~9回

50 10510

IAMAS関連イベント その他のイベント

0
10回以上

参加 運営

2.携わった回数は？

教職員、学生に関わらず、ほとんどの回答者が

今年度オンラインイベントに携わったことが分

かりました。参加者そして開催者として、複数

回に渡って携わった回答者が多く、その殆どが

本学関係のイベントであったことから、IAMAS

でもオンラインイベントが短期間に取り入れら

れていることが分かります。また、IAMASと

は関係ないイベントには全く携わっていない人

がいる一方で、関係ないイベントに10回以上携

わっている人もおり、個人のオンラインイベン

トへの関心には大きな差があるようです。

調査方法

オンライン

調査対象

IAMAS教職員、学生

2020年4月 1日～ 12月6日までに

実施されたイベント

今年だけで10回以上参加、
開催している人も！

コロナ禍のオンラインイベントについて、
教職員と学生の声をききました

Point
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4.実際に携わって、オンラインイベントのイメージは変わりましたか？

参加してみて 運営してみて

オンラインイベントに参加する前と後、あるいは、イベント運営の前と後では、オンライ

ンイベントに対するイメージは、どちらも変わったという答えが大半を締めました。参加

については、教職員、学生ともに「距離にとらわれないなどの手軽さからプラスのイメー

ジに変わった」という意見が多くみられました。また、オンラインならではの工夫や効果

に着目した意見もあり、運営に関しても、教員からは、オンラインの可能性を実感できた

ことからプラスの声がでた一方で、実際に現場で配信や参加者対応などを担った職員や学

生からは、「技術面での難しさを感じた」というマイナスの声が多く挙がり、立場によっ

て異なることが分かりました。

やってみるとイメージは変わったが…!?

とても変わった21.9 % 25.0 %

やや変わった46.9 % 46.4 %

どちらでもない21.9 % 21.4 %

あまり
変わらなかった6.3 % 7.1 %

変わらなかった3.1 % 0 %

Point

普段は収益の見込まれる都心でしか開催さ

れていないイベントに自宅から参加するこ

とができて大変便利だった。（職員）

一部のオンラインイベントでは、ズームやそ

の他のプラットフォームを創造的かつ独自の

方法で使用していた。（教員）

対面の代替として行われる場合と、オンライ

ンでのインタラクションを意識したイベント

があり、前者の場合には変わらず、後者の場

合には発見があることが多かった。（教員）

準備も本番も労力が要る。（学生）

想像の域を出なかった。もっとコミュニケー

ションの形態が変わると思ったが、技術だけ

新しく通話や講演をするものばかりになって

しまった。オンサイトとオンラインの組み合

わせも、一方通行になりがち（オンサイトの

展示を配信したり、オンラインの配信をモニ

タに移したり）で化学反応のようなことはま

だ起きていないと感じている。（職員）

ハンズオン形式のワークショップに関して、

物理会場の代替となるリアルタイム型でな

く、参加者がそれぞれの理解度に応じて進め

られるオンデマンド型が有効であることを確

認できたから。（教員）

これまで現場を重視して、それを拡張するた

めにネット配信を利用してきたが、現場ー

ネットの関係性に関しての意識が大きく変化

し、ネット利用に対する自由度が高まった。

（教員）やや変わった

やや変わった

どちらでもない

とても変わった

あまり変わらなかった

どちらでもない

やや変わった

オンラインでできることの考察があるイベ

ントをいくつか体験したため。（学生）

とても変わった

思ったより、知識や設備などなくても手軽に

参加できるものだった。（職員）

やや変わった

本質的には対面でなくても成立するから。（教

員）

変わらなかった

ちなみに運営以前のイメージも聞いてみました

多くの人が見てくれるイメージ。（学生）

対面イベントの補助的なもの、あるいは、
代替的なものというイメージ。（教員）

考慮する点が多く、どこまでできるか難し

いと感じた。（学生）

オンライン配信好きな一部の人が行うもの

というイメージでした。（教員）
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5.オンラインイベントに必要なものは？

参加者にとっても、運営者にとっても「フォーマット」が必要という回答が…。

一口にオンラインイベントといっても様々な参加形態があるため、どの程度の参加を求められる

のかについて、ある程度共通のフォーマットで提示されていると分かりやすくなるのでは。例えば、

同じ Zoomでも、ミーティングとビデオウェビナーでは、どのような環境から、どのくらいの真

剣さで参加すればいいのかが変わるため。（教員）

イベントの性質に合わせたプログラムのための雛形。事例共有。（学生）

6.今後もオンラインイベントに携わりたいと思いますか？

ゆるいコミュニケーションを意識すること。

そもそも明確な意思疎通が取れない状況に

なっていくので、むしろそれを楽んだり、各々

が好きなことをしても成立する設計をするべ

き。（職員）

コミュニケーション力

他の聴講者がどんな人が聞いているのかがわ

かるとよい。知り合いがいたら気分が上がり

そう。（学生）

記名性

匿名でのコメント機能。（学生）
匿名性

フォーマット

フォーマット

思う81.3 % 42.9 %

現時点では
わからない15.6 % 57.1 %

思わない3.1 % 0 %

参加したい 運営したい

これまで対面でしていた営みをオンラインや

バーチャルの技術に置き換えたものが多く、

居心地が悪かった。これだったらもともとオ

ンラインにあったコミュニティ (自分の場合

匿名のゲーム友達など )に身を置いた方が良

い。（職員）

アーカイブも同時に残すことが容易なのと、
現地に来られない人に届けられるのがいい

なと思ったから。（学生）

開催形態が目的に沿っているのかを熟考する

必要があるため。（学生）

イベントの形式やソフトの組み合わせを色々

試したが、対面の置き換えの域を出なかった

と思う。ただ、新型コロナウイルス感染症が

落ち着くまでは、対面の営みをオンラインに

置き換えることに意味があると思う。（職員）

効果的だとは思うけれど、かなり準備が大変

であることもわかったから。（教員）

思わない

思う

現時点ではわからない

現時点ではわからない

地方在住なので、オンライン化はむしろ色々

なイベントに参加できるチャンスが広がった

と感じている。今まで東京開催で参加できな

い事が多かったので…。（学生）

思う

対面によるコミュニケーションの重要性を再

確認する機会となったが、同時にオンライン

でも十分に達成可能な物もあることが改めて

確認できた。ポストコロナに向けてのHCI

的な実験も多数なされたことによる今後の進

展にも期待できるため。（教員）

思う

いくつかのオンラインイベントは非常に興味

深く実験的なものであるため、これらの新し

い形のコミュニケーションを体験し、学ぶ良

い機会です。（教員）

思う

現時点ではわからない

ちなみにまだ運営したことがない人からもオンラインに意欲的な声が

オフラインより実施することの障壁が低い

(制限が少ない )。（教員）

気軽さはやはり重要で、フラッと参加でき

るメリットがオンラインにもあると感じた

から。（教員）

まだ運営したことはないが運営したいと思う まだ運営したことはないが運営したいと思う

他にも、環境（機材やアプリケーションなど

の設備、通信環境、静かな環境、専門知識や

技術のあるスタッフ、余裕のあるスケジュー

ル、記名性⇄匿名性での参加環境、受動的⇄

能動的な参加環境）/ 能力（知識、技術、コミュ

ニケーション力、ITリテラシー、広報力、情

報共有力、情報収集力、集中力、積極性）と

いう意見が挙がりました。

運営者の意見参加者の意見

IAMAS-annual-report-2020.indd   6IAMAS-annual-report-2020.indd   6 2021/02/08   22:132021/02/08   22:13



巻
頭
特
集ほとんどの人が参加を希望していましたが、運営については、希望という

よりは「やむを得ず行わなければいけない」と感じていることが分かりま

した。参加については、ライブ配信など自由に出入りでき、匿名で受動的

に参加可能なイベントを求める声がある一方で、どのような人が参加して

いるのか分かったり、事前課題があったりするなど、運営者や参加者同士

で交流できるイベントを希望する声もありました。

ほとんどの人が今後も参加したい、一方で ...
Point

アプリケーション

ビデオ会議ツール

Zoom　Google Meet　Spatial Chat

配信ツール

YouTube　Twitch　楽天 TV　stagecrowd

独自アプリケーション など

コミュニケーションツール

Discord　Slack　LINE　Microsoft Teams

SNS

Twitter　Facebook

同時編集ツール

Miro　Googleスプレッドシート　Scrapbox

その他

Mozilla Hubs（バーチャル空間プラットフォーム）

RPGアツマール（自作ゲームプラットフォーム）

SYNCROOM（リモート演奏支援アプリ）

Zenly（位置情報共有アプリ）

スタッフ

進行役

司会　ファシリテーター

運営スタッフ

ディレクター　コンセプト /企画

スケジュール管理　デザイン管理

参加者 /参加作品管理　Webサイト運営

SNSの広報

テクニカルスタッフ

配信　画面切り替え　音響　音声チェック

参加者サポート

その他

アーカイブスタッフ　発表者

イベントではどのようなスタッフ /アプリケーションで運営したかも聞いてみました

本学では COVID-19の影響を受けて様々なオンラインイベントを実施してきましたが、今回のア

ンケート調査ではその実態を検証しました。人の移動や接触が制限される中で、オンラインが時

間や距離を凌駕するという観点からみても役立っていることは明らかで、加えて既存の教授法や

ワークショップなどのあり方を見直す機会となっていることもみえてきました。中には、既存の

やり方ではみえていなかった新しいアプローチへの気づきが出てくるなど、オンラインの可能性

を実感している教員もいました。

　一方、多人数を対象としたオンラインイベントの実施に関しては、対面とは異なる技術やサポー

ト、映像や音楽、ネットの使い方など、これまでとは異なるスキルや経験が必要となったことか

ら、こういったイベントの実施を支えるスタッフの大変さが浮き彫りにされました。対面とオン

ラインでは、同じイベントの取り組みであっても、準備の中身や時間の使い方が違ってきます。

これらの要因を想定し、織り込めるようになるには、それなりの経験の積み重ねが必要になりま

す。中でも、オンラインイベント実施に必要なものとして挙げられた知識、コミュニケーション力、

ITリテラシー、新しいスケジューリングなどは今後重要になってくると言えるでしょう。本学で

は COVID-19以前からオンラインイベントを実践しています。2017年と2019年の岐阜おおがき

ビエンナーレでは、オンラインによるイベント配信を行なった実績もあり、こういった経験の積

み重ねから、IAMASらしい、先進的なオンラインイベントを今後も実施していきたいと思います。

アンケートから考える今後のオンラインイベント

上

中

下

「イアマスこどもだいがく オンライン」ではDiscordを

使用し、スタッフ間で連絡を取り合いながら、Google 

Meetでオンラインワークショップを行った。

「新型グループ・ピクニック 2020 Autumn」では Zenly

で互いの位置情報を、Zoomで景色や音声を共有し、そ

の様子を YouTubeでライブ配信した。

「Ogaki Mini Maker Faire 2020」のオンライン会場では

Zoomを使用した YouTubeのライブ配信や Twitterで

の作品発表などを行った。

0
7
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ぎふ未来音楽展2020  三輪眞弘祭 
－清められた夜－

作曲家・三輪眞弘が、 音楽
芸術の現状と未来に本気の
危機感を投げかける一夜限
りのライブ配信公演
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左

右

舞台では、新作『鶏たちのための五芒星』が３時間に渡っ

て繰り広げられる。

「鶏たちの墓」と呼ばれる舞台中央の五角形のエリアで

「鳥の精」を踊る川口隆夫。
共に Photo by Hyogo Mugyuda

IAMAS-annual-report-2020.indd   9IAMAS-annual-report-2020.indd   9 2021/02/08   22:132021/02/08   22:13



10

予期せぬ新型コロナウイルスがアーティスト、音楽ホールの動きも停滞させ、音楽の発
信の場はやむなくオンライン中心となった2020年上半期。音楽と観客の一体空間という、
かつて当たり前だった姿が成り立たなくなったポストコロナ時代に、音楽は社会の中でど
う生き延びていくか。音楽の歴史は根本的に変わってしまうのか。これからの音楽は、ど
こに光を見出せるのか。
「音楽の終わりの終わり」とも呼べるこの状況を、日本へ、そして世界へ向けて問うべく、「音
楽による音楽のためのお通夜」を岐阜市のサラマンカホールから無観客開催・ネット配信
する。西洋音楽の祭壇、パイプオルガンと共に J・オケゲムのレクイエムを人工音声が歌い、
「霊界ラヂオ」が死者の声を傍受する。さらに今回発表される新作 "鶏たちのための五芒
星 "では、人類の芸術を偲ぶ秘儀にオンライン上に接続された人々が立ち会うことが期待
されている。

連携のきっかけ

三輪が参加してきたサラマンカホール主催「ぎ
ふ未来音楽展」の3回目として「三輪眞弘祭」
が計画されていた。コロナ禍のため無観客のラ
イブ配信イベントとなったが共催した IAMAS

と京都大学人文科学研究所の協力のもとに公演
が実現した。

IAMASの関わり

この公演は IAMASのタイムベースドメディア・
プロジェクトの成果発表としても位置づけられ
ている。また、映像作家として前田真二郎、詩
人として松井茂がアーティストとして参加し、
さらに舞台美術をはじめ公演スタッフの多くが

IAMASの現役学生と卒業生だった。

連携の成果

公演は、IAMASと三輪が代表を務める京都大
学人文科学研究所の研究班の成果であり、ま
た県内文化施設との連携、すなわちサラマン
カホール主催事業の成果である。当日の配信
には、海外からも含めて3000以上のアクセス
があった。

Photo by Hyogo Mugyuda
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担当者のコメント

今回の公演は作曲家の三輪眞弘と映像作家の前
田真二郎が音楽でも映像作品でもない「配信芸
術」という新しい表現形式に共同で取り組んだ
ものである。音楽、芸術関係者の多くが視聴し
ており、この試みについて様々な感想をもらっ
た。また、中日新聞でもこの公演の記事が掲載
された。（三輪眞弘）

担当教員

三輪眞弘 教授

前田真二郎 教授

松井茂 准教授

連携期間

2020年 1月 ̶ 9月

2020 7

8

9

IAMAS OPEN HOUSE 2020 サラマン

カホール「三輪眞弘祭」に向けて

サラマンカホールよりライブ配信　プ

ロローグ「音楽の終わりの終わり」は、

ここからはじまるー。

公演本番

演奏家たちは2m以上離れて演奏するなど、公
演の実現には多くの制約があったが、何よりも

今回は終演後の打上げが開かれなかったことが

残念だった。打上げは様々な立場の関係者たち
がそこで結果を検証し、互いをよりよく知り、
次の展開につなげていく貴重な機会だからであ
る。

COVID-19流行の中での運営について

作曲・企画・構成

映像監督

詩

協力者（抜粋）

佐近田展康　麥生田兵吾

川口隆夫（ダンス）　塚谷水無子（オルガン）

岡野勇仁　西村彰洋（MIDI アコーディオン）

江原優美香（箏）　ほんまなほ（ルバブ）

マルガサリ：恵美須屋直樹　大井卓也

黒川岳　谷口かんな　中川真　西村彰洋

森山みどり（ガムラン・アンサンブル）

６羽の鶏

福永綾子（ナヤ・コレクティブ）

小野田裕士

デライト（株）

岡本彰生

岡澤理奈

サラマンカホール

情報科学芸術大学院大学 ［IAMAS］

京都大学人文科学研究所

参加作家

出演

制作・ステージマネジャー

舞台美術・衣装

照明

映像技師

Web

主催

共催

1

2

3

4

5

サラマンカホール より、23時から３時間に渡るライブ

配信。ホールの壁面は全面ビニールで覆われている。

Photo by Hyogo Mugyuda

フライヤー 表面画像

三輪眞弘《鶏たちのための五芒星》 上手、下手のガムラ

ン奏者が、6人のパフォーマーの動きを楽譜に見立てて、
演奏する。

「悪魔」が、6人のパフォーマーの動きに間違えがないか

を監視する。
ヨハネス・オケゲム《死者のためのミサ曲》MIDIアコー

ディオンとオルガン版 （人工音声による歌唱曲）

6

7

8

9

10

フォルマント兄弟《霊界ラヂオ》＋《ボイパと海行かば》
弦楽器ルバブの音色を三輪眞弘は「誰のものでもない

声」と位置づけた。

6人のパフォーマーは、中央のエリアに「聖なる粉」を

かけ続ける。
三輪眞弘《神の旋律＋流星礼拝》（手首に装着したデバ

イスからの電気刺激により鈴が鳴る）

《神の旋律》電子音がホールに鳴り響くエンディング。
公演は16台のキャメラにより配信。担当した7名は全

員、IAMAS卒業生だった。（小濱史雄　桜木美幸　杉山

一真　高嶋浩　原田和馬　松島俊介　山田聡）

牛山泰良

チキモノ

音響

鶏提供
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NxPC.Live vol.46 X 1/2
2020.10

COVID-19の影響により、これまで NxPC.Labでは完全オンラインライブという形式で

実行してきた。
本来、修士1年はイベント実施において会場の設営及び運営についても経験を積み音楽
イベントの一連の過程を学んできた。
会場での設営体験の必要性とオンラインライブならではの表現手法の実験を兼ねて本イ
ベントを実施した。無観客の会場環境を生かし、深度センサや演者の映像の取り込み、
あるいはMixed Reality環境による演奏など、実空間ではなく映像において可能となる

演出が試みられた。

無観客によるオンラインライブイベント
NxPC.Live vol. 46 X 1/2

連携のきっかけ

学内施設が利用可能となったことと、実空間と

映像、Mixed Realityなど新たな表現の必要性。

IAMASの関わり

NxPC.Liveは体験拡張環境プロジェクトの一部
であるNxPC.Labの活動として行われているも
のである。また、同時に卒業生である東京コン
ピュータサービスの伏田氏との共同研究の一部
でもある。

連携の成果

無観客あるいはオンラインならでは表現として

音楽イベントの可能性を提示できた。

1

2

3

4

5

イベントビジュアル

FUJI RINGO ROCK FESTIVAL 2020

K & Yugo Minomo

fussy

kiyu & LUDO Takebe

12

1

2

3

4

5
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担当教員

平林真実 教授

協力者

伏田昌弘（東京コンピュータサービス（株））

13

COVID-19流行の中での運営について

人が集まることができないという状況下で、こ
れまで行ってきたネット配信という枠を超えた

従来ならやらなかった（やる必要がなかった）
ことが当然のことに変化した。強制的ではある
が新しい取り組みと今後の展開への機会とも
なった。

担当者のコメント

COVID-19による制限の中で、完全オンライ
ンイベント、VR空間を会場としたイベントの

次の展開として無観客ライブを実施した。人が

集まれない状況においてどのようなライブ形態
が可能かについて一連の実験を行うことができ
た。（平林真実）

開催方法

オンライン

開催期間

2020年 10月 3日

18:30 - 18:50

19:00 - 19:15

19:25 - 19:40

19:50 - 20:05

20:15 - 20:40

K & Yugo Minomo

kiyu & LUDO Takebe

FUJI RINGO ROCK FESTIVAL 2020

fussy

sanmal
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連携のきっかけ

デジタルファブリケーション（デジタルによる

柔軟な設計・製造技術）と、ブロックチェーン

（仮想通貨・暗号通貨の基盤技術）を扱った初
年度が好評だったことを受けて予算申請が承認
され、本学と地域の連携事業として今年度も実
施することになった。

IAMASの関わり

まず、卒業生に対して企画を募集し、事業趣旨
と照らし合わせて講師を選考した。次に、それ
ぞれの講師と内容の調整を行い、参加者を募集
し、ワークショップ開催期間中には会場の管理
などにより進行を支援した。最後に、講師と共
に作品展示・講評会を開催した。

連携の成果

高校生など 24名が、9月から 11月にかけて開
催された 2つのワークショップ（各 6回）に参
加し、制作を通じて発想力や創造力を学んだ。
また、開催方法を対面からオンラインに変更し
たことにより、県内全域に対して参加の機会を

提供することができた。

2020.6 ̶ 2020.12

岐阜クリエーション工房 2020

14

自らの手を動かし、
発想力や創造力を学ぶ
若者向けワークショップ
人文知と工学知の界面であるメディア表現の最先端に取り組む「アーティスト」たちと、
知的好奇心に溢れた高校生などの若者たちが、一緒に試行錯誤しながら作品をつくるこ
とを通じて、発想力や創造力を学ぶ機会を提供する事業。「Happy Rebirthday」では、
アバターの人生を記録したビデオレターの制作を通じて、死後のインターネットアカウ
ントのあり方、デジタルキャラクターなどの生や死、“新しい日常”におけるインターネッ
トリテラシーについて考えた。「“新しい日常”から生まれる DanceDrivenMusic」では、
踊りから音楽を生み出すことを通じて、人と距離を取ることが求められる“新しい日常”
の中で、離れたところにいる人と繋がり、コミュニケーションを通じて自分たちの新し
い音楽を発見することに取り組んだ。

14
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担当者のコメント

前年度と比較した最大の変更点は、ワークショッ
プ開催場所の物理空間から情報空間への移行
だった。これにより、参加者側の機材やネット
ワーク環境など新たな課題も浮上したが、講師
と事務局の協力により解決できた。今回からの

学びを次年度に活かしたい。（小林茂）

担当教員

小林茂 教授

連携期間

2020年 6月 ̶ 12月

2020 6

12

ワークショップの内容調整

参加者募集

ワークショップ開催

作品展示・講評会開催

（Ogaki Mini Maker Faire 2020

関連イベント）

岐
阜
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
工
房

20
20

COVID-19流行の中での運営について

年度当初は、国内第一波の混乱により実施自体
が危ぶまれたが、開催内容変更に関する講師側
の柔軟な対応のおかげで、なんとか実施するこ
とができた。移動距離の制約がなくなり県内全
域から参加できるようになったことは、昨年と

比較した大きな改善点である。

開催方法

オンライン

“新しい日常”から生まれる DanceDrivenMusic

5回講習回数

Zoom　Googleドライブ

Google  図形描画　Discord

本ワークショップ専用Webサイト

使用ツール

森田了　大石桂誉　大和比呂志

（Signal compose）

講師

13名参加人数

Happy Rebirthday

6回講習回数

cluster　Discord　Unity使用ツール

よーへん　じゅりこ（Holographic）講師

11名参加人数

1

2

3

4

5

6

アバターに関するレクチャーの風景

アバター制作に関するレクチャーの風景

ワークショップ内で行った最終発表の風景

講師によるレクチャーの様子

演奏に用いるポーズを決めている様子

ワークショップ内で行った最終発表の風景

Happy Rebirthday

“新しい日常”から生まれるDanceDrivenMusic

3

1 2

6

4 5
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2020.5 ̶ 2020.8

イアマスこどもだいがくは、図画工作や科学実験といった既成の枠組みを超えた思想
や発想の育成を目指して、2017年から大垣市と連携してユニークなワークショップを

開催してきた。今年は、例年と同様に対面によるワークショップを企画していたが、
COVID-19により、オンラインによるワークショップに変更し実施した。ワークショッ
プの内容は、予定していたものの代替ではなく、オンラインというコミュニケーション
を前提とし、新たに企画した。

連携のきっかけ

2016年に大垣市情報企画課より、子ども向け

IT教育の一貫として本学へ協力の依頼があった
ことが、イアマスこどもだいがくを企画する契
機となった。2017年より、イアマスこどもだ
いがくとして大垣市の小学生を対象したワーク
ショップを毎年実施している。

IAMASの関わり

イアマスこどもだいがくの実施に関しては、前
年度のワークショップの成果や課題をもとに大
垣市情報企画課と相談の上、内容を検討、実施
している。また、広報物の制作についても本学
が担当している。

連携の成果

イアマスこどもだいがくとして、初のオンライ
ンワークショップだったが、参加者（小学生や

保護者）にとっても初めてのオンラインでの
ワークショップであった。運営側と参加者側で
のオンライン環境、実践時の IT機器やアプリ
の操作など、オンラインならではの準備や配慮
が必要となった。一方で、オンラインによる協
働作業や新たな創造の可能性もワークショップ
から知見として得られた。

イアマスこどもだいがく オンライン

自ら考え、
自由に発想し、表現する
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担当者のコメント

当日の様子や終了後のアンケートから、子ども
たちがオンライン環境での共同制作に含まれる

相互作用を実感し、またそれを楽しんでいたこ
とがわかった。システム面では、各回に渡って

接続や操作の不具合が生じるなど、課題も残る。
得られた知見を次回に活かし、オンラインでも

対面でも、それぞれの特性を活かしたワーク
ショップの開発を行っていきたい。（佐々木紘子）

開催方法

オンライン

担当者

金山智子 教授

連携期間

2020年 5月 ̶ 2020年 8月

2020 5

6

7

8

ワークショップ設計と決定 

ワークショップ準備 

テストプレイ  

「どうじにドット」「かきあたり ばったり」

COVID-19流行の中での運営について

感染症対策として、子どもたちは各家庭からオ
ンラインで参加することを前提に、造形ワーク
ショップの開発を行った。その際、対面で行っ
てきた共同制作の置き換えではなく、且つアプ
リケーションやツールを駆使することで相互作
用を含んだ表現活動ができる内容を目指し、実
践した。

かきあたり ばったり

2時間所要時間

Google Meet

WEBカメラを事前に郵送

使用ツール

佐々木紘子（RCIC）講師

4名 / 1回参加人数

どうじにドット

2時間所要時間

Google Meet

Google スプレッドシート

使用ツール

野呂祐人（RCIC）　工藤恵美（学生）　講師

3～ 4名 / 1回参加人数

守下誠　大越円香（共に学生）補助・記録

1 - 2

3

4

5

複数人で同時編集し、ドット絵を共同制作する「ど

うじにドット」
配信でファシリテーションを行う様子

Webカメラの前で絵を描き、互いの線を繋げ共同制

作する「かきあたり ばったり」
配信でファシリテーションを行う様子
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イアマスこども研究会
2020.7 ̶ 

イアマスこども研究会は、子どもの「学び」の関係者たちの集まりで、その経験や知識
を交流、共有し、より発展した研究と実践を行うことを目指して、今年新たに発足した
ものである。実施した二回の活動では、対面やオンライン環境下での子ども向けワーク
ショップに関する知見の共有や、子どもを対象とした施設運営について意見交換などを

行い、今後の「学び」の在り方や可能性を思索した。

今の「学び」と向き合い、
新たな「学び」の創造を目指す

連携のきっかけ

IAMASではこれまでに、子どもの「学び」をテー
マとしたさまざまなワークショップの研究や実
践を行っており、それらに関係する地方自治体
や民間企業などを中心に声掛けし、交流を通じ
て多様な視点から「学び」を捉え、深化させる
ことを目的に本会を発足した。

IAMASの関わり

本学の教職員や学生、卒業生、及び近隣自治体、
文化施設の関係者たちが参加した。また子ども向
けワークショップを主題としたレクチャーの企
画運営や、「イアマスこどもだいがく」で行った
オンラインワークショップの実践報告を行った。

連携の成果

各回、多くの子どもの「学び」の関係者たちが

参加し、意見交換を行うことができた。また、
大垣市情報企画課や岐阜県美術館の取り組みを

事例として扱い、その経験交流から今後の施設
や企画運営、オンラインワークショップに関す
る知見を得ることができた。
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担当者のコメント

初年度として、さまざまな立場から子どもに携
わるたくさんの方に参加してもらい、相互交流
を通して、多くの「学び」を得ることができた。
今後持続して行っていくために、本会を通して
どのように新たな子どもの「学び」を研究して
いくのか、長期的な目標を設定し運営していき
たい。（佐々木紘子）

開催方法

オンライン

担当教員

金山智子 教授　鈴木宣也 教授

連携期間

2020年 7月 ̶ 

2020 7

8

10

研究会メンバー募集 

第一回研究会開催 

第二回研究会開催

1   

2

3

4 - 6

7 - 8

9

10

「子どもとアート」会田大也

「大垣市情報工房【デジタルパーク】のコンテンツに関する提案と意見交換」大垣市情報企画課

「かきあたり ばったり」イアマスこどもだいがく

「どうじにドット」イアマスこどもだいがく

「#SuchatHOME」岐阜県美術館

「小学校でのオンライン講座」岐阜県美術館

研究会の様子

協力者

佐々木紘子（RCIC）

会田大也（本学特別非常勤講師）

大垣市情報企画課

岐阜県美術館

野呂祐人（RCIC）

宮下十有（椙山女学園大学准教授）

岐阜県博物館

運営

講師

発表

意見交換

COVID-19流行の中での運営について

感染症対策のため、全回オンラインで実施した。
慣れるまでは意見交換などの交流が難しかった

反面、移動にかかる時間や距離などを気にせず、
たくさんの方に参加してもらうことができた。
また急速に普及するオンラインワークショップ
をテーマとして扱ったことは、今後の「学び」
の在り方について考える切り口にもなった。
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新型コロナウイルスの感染を避けるニュー・ノーマル時代に向けて、人々がオンライン
で繋がるピクニックとして「新型グループ・ピクニック」を企画し、実施運営した。参
加場所は日本全国（あるいは世界各地）どこでも構わず、徒歩や自転車など移動手段は

何でも構わないとした。参加者はスマートフォンでオンライン・ミーティング・システ
ムと現在位置共有サービスを利用して、映像を送り合い、会話をしながら、遠隔地の人々
と一緒にピクニックを楽しめるように配慮した。

連携のきっかけ

養老公園を管轄する都市公園課より同公園で行
われるイベントの参加打診があり、IAMASを

中心としたグループ、クリティカル・サイクリ
ングで試みていた自転車向けの新型グループ・
ライドをアレンジした公園向けのイベントを提
案し、採択された。

IAMASの関わり

ハイブリッド型イベントとして、ビデオ・ミー
ティングや現在位置共有などのオンライン・
サービスと公園内でのライブ・ビューイング会
場を運営した。また、公園内外での趣向を凝ら
したピクニックを企画し、一般参加者を募集し
てイベントを進行した。

連携の成果

2020年10月24日に新型グループ・ピクニック
を開催し、養老公園内はもとより遠方からも多
くの参加者を得た。これにより、従来の対面型
イベントではなく、オンラインを含めたハイブ
リッド型のイベントの魅力と可能性を提示する
ことができた。

新型グループ・ピクニック 2020 Autumn

20

2020.7 ̶ 2020.10

多くの参加者が分散して
オンラインで繋がる新しいピクニック
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担当者のコメント

新型コロナウイルス感染予防に努めながらの企
画と運営に腐心した。ミニ FM局や全天周映像
中継など趣向を凝らしたピクニックや、関東や

関西など遠隔地でのピクニックが同時進行し、
お互いに遣り取りをする新しい形式のイベント
となり、好評であった。（赤松正行）

1

2

3

4

オンライン・ミーティング・システムでの参加者の様子

秣の滝からの中継映像

養老天命反転地ARからの中継映像

ライブ・ビューイング会場の 360度全天球中継映像

COVID-19流行の中での運営について

野外公園は密閉空間ではないが、例年以上に来
場者が多いとの事前情報を得ていた。このため
に公園外のイベント参加者を多くし、公園内の
イベント参加者は園内に分散して他の来場者と
の関わりを最小限にした。またマスクや消毒な
どの公衆衛生を徹底した。

連携場所

ハイブリッド（オンラインおよび養老公園）

担当教員

赤松正行 教授　松井茂 准教授　瀬川晃 准教授

伊村靖子 准教授　金山智子 教授

連携期間

2020年 7月 ̶ 2020年 10月

2020 7

8

9

10

養老公園で行われる

イベント連携の相談

ハイブリッド型イベントの提案 

イベントの制作準備

イベントの実施

協力者

鍋谷美華　赤松武子　石田駿太　五十川泰規

井口仁長　柴原佳範　安岐理加　成瀬幸子

天野真　丹治圭蔵　徳毛郁哉　五十川雄貴

阿部和樹　チェ・シヨン　平塚弥生

佐々木紘子（RCIC）

杉谷紗香（フリーペーパー 「cycle」編集長）

本間桃世（荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所）

連携先

岐阜県都市建築部都市公園整備局都市公園課

1

2 3 4
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Ogaki Mini Maker Faire 2020
2020.2 ̶ 2021.3

Maker Faireは、電子工作、ロボット、クラフト、ペーパークラフト、電子楽器、サイ
エンス工作、リサイクル／アップサイクルなど、様々な分野のつくり手「Maker」たち
が全国から集まり、つくったものを見せ、語り、その楽しさを共有する DIYの祭典。大
垣での開催は今回で6回目となり、2018年に開催した前回には140組以上の出展者と約
7,000人の来場者が参加し、家族で楽しめるイベントとしてすっかり定着している。新
型コロナウイルス感染症が世界的に大流行する中で開催することとなった今回は、物理
会場とオンライン会場を組み合わせたハイブリッド形式を採用し、個人、グループ、コ
ミュニティ、学校、企業など、多様なMakerによる作品展示のほか、ライブ、プレゼンテー
ションなど充実した内容で実施された。

連携のきっかけ

2010年から隔年で開催してきたMini Maker 

Faireに関して、実行委員会で検討し、今回も

開催すべきであるという判断に至ったため、日
本国内でのMaker Faireライセンス元であるオ
ライリー・ジャパンに開催の意志を伝えた。

IAMASの関わり

岐阜県内の企業、教育機関、自治体等で構成さ
れる実行委員会の事務局として、本学の事務局
と産業文化研究センターが中心となり、イベン
トの企画から当日の運営に至るまで全ての段階
に総合的に関わり、高いレベルでイベントを実
現した。

連携の成果

物理会場とオンライン会場に多彩な出展者と来
場者が参加し、作品および作り手との交流を通
じて楽しさが伝播する機会を実現できた。くわ
えて、ハイブリッド型Mini Maker Faireとい

う考え方を、世界に先駆けて提案することがで
きた。

物理会場とオンライン会場の
ハイブリッド開催による
DIYの祭典
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担当者のコメント

感染拡大のリスクから開催中止も含めて検討し
た。しかしながら、この困難な状況において、
進化させ、成功させることこそが、社会に向け
て果たすべき役割だと考えた。実行委員会事務
局の負担は大きく、難航したが、成功に導けた

経験は今後に活きるはず。（小林茂）

開催方法

ハイブリッド（物理会場：ソフトピアジャパンセ

ンター ソピアホール＋オンライン会場：YouTube

と Twitter）

担当教員

小林茂 教授

連携期間

2020年 2月 ̶ 2021年 3月

2020

2021

2

8

12

3

第 1回実行委員会開催

出展者募集開始

Ogaki Mini Maker Faire 2020開催

第 2回実行委員会開催（予定）

協力者（抜粋）

ディレクター

Web広報担当

運営担当

会場構成・プロジェクトマネージャー

デザイン

1

2

3

4

物理会場での展示の様子

イベントのフライヤー

物理会場での展示の様子

オンライン会場でのプレゼンテーションを物理会場に中

継している様子

連携先

Ogaki Mini Maker Faire 2020実行委員会

株式会社オライリー・ジャパン

COVID-19流行の中での運営について

基本方針として「出展者、来場者、主催者の全
てが感染拡大防止に取り組むことにより、安全
に楽しめるイベントを実現する」を掲げ、募集
時から出展者と緊密に連携すると共に、来場者
にもオンラインチケット配布サイトを介して周
知し、感染拡大防止策を徹底した。

野呂祐人 （RCIC）

伊藤晶子 （RCIC）

仁尾千佳子　中畑竜憲

鷲見篤（事務局）

伊澤宥依　佐々木紘子（RCIC）

八嶋有司（アーティスト）

大山千尋

（中村直永デザイン事務所）

総合ディレクター
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No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

1
ワークショップ

講演
ネットワーク大学コンソーシアム岐阜：
公開講座「美しき人びと」

2020年 4月 10日－
2021年 3月 12日
（全 15回）

小林 昌廣ネットワーク大学コンソーシアム岐阜

2
ワークショップ

講演 大人のためのブックトーク
2020年 5月 23日－
2021年 3月 27日
（全 6回）

小林 昌廣岐阜県図書館

3
ワークショップ

講演
岐阜イノベーション工房 2020シンポジウム
「都市の“辺境”（フロンティア）」 2020年 5月 27日 小林 茂株式会社プラド

4
ワークショップ

講演 イアマスこどもだいがく オンライン 2020年 8月
金山 智子
野呂 祐人（RCIC）
佐々木 紘子（RCIC）

大垣市情報企画課

13 制作・開発 3Dバーチャルによる盆踊り 2020年 7月－10月 小林 孝浩
金山 智子

根尾盆踊り保存会
（株） リ・インベンション
（株） 東京コンピュータサービス
CCNet

14 制作・開発 藁細工の後継者育成 2020年 12月 5日 金山 智子安田 政敏（藁細工職人）

15 制作・開発 2020池田山麓物語「願成寺古墳群美術展室内展示 ある形」 2020年12月19日－ 31日 瀬川 晃美濃国池田山麓物語実行委員会

16 制作・開発 サイン・スタディー -
瀬川 晃
伊澤 宥依（RCIC）

ソフトピアジャパンセンター及び
県営住宅ソピア・フラッツ指定管理者 
伊藤忠アーバンコミュニティ・グループ

17 研究・リサーチ テクテクテク勉強会 2020年 7月 10日
2021年 2月 10日

金山 智子 
小林 孝浩
山田 晃嗣
平林 真実
鈴木 宣也
吉田 茂樹

岐阜工業高等専門学校
岐阜県博物館

19 研究・リサーチ
デジタルアーカイブ学会 研究発表
「ネット時代における 3Dバーチャルによる盆踊りの継承の
試み：岐阜県本巣市旧根尾村の盆踊りを事例として」

2020年 10月 18日 デジタルアーカイブ学会 金山 智子
小林 孝浩

20 研究・リサーチ 日本酒造りと官能評価方法 -
金山 智子
瀬川 晃
ホアン・マヌエル・カストロ

食品科学研究所

22 展示・上映 Ogaki Mini Maker Faire 2020 2020年 12月 5日－6日 小林 茂ソフトピアジャパン センタービル

24 その他 大垣イルミネーション実行委員 COVID-19により延期 金山 智子大垣イルミネーション実行委員

21 展示・上映 いろんなみんなの展覧会 「種を、まく。」 2020年 10月 8日－11日 山田 晃嗣
小林 孝浩ぎふ清流文化プラザ

18 研究・リサーチ 県立博物館の見学＆意見交換会 2020年 7月 18日

金山 智子
小林 昌廣
ホアン・マヌエル・カストロ
吉田 茂樹
小林 孝浩

岐阜県博物館

ワークショップ
講演 未来を築く最新「xR」 2020年 9月 2日 小林 昌廣公益財団法人 ソフトピアジャパン

日本総合ビジネス専門学校5

ワークショップ
講演 岐阜クリエーション工房 2020

2020年 9月 13日－
12月 5日 小林 茂岐阜県大垣市6

ワークショップ
講演 岐阜イノベーション工房 2020

2020年 10月 23日－
2021年 3月 25日 小林 茂有限会社 トリガーデバイス7

ワークショップ
講演 Web×IoTメイカーズチャレンジ大垣 2020年 11月 28日 小林 茂

総務省東海総合通信局
Web×IoTメイカーズチャレンジ
大垣運営委員会

9

ワークショップ
講演

シビックプライド講座 第 3回
「岐阜に足りないものは、デザイン？アート？それとも編集？」 2020年 12月 19日 伊村 靖子みんなの森 ぎふメディアコスモス11

ワークショップ
講演 ネットワーク大学コンソーシアム岐阜：公開講座 2021年 2月 18日 瀬川 晃ネットワーク大学コンソーシアム岐阜12

ワークショップ
講演 神戸町観光ボランティアガイドの会 2020年 11月 29日 金山 智子神戸町（大源寺、古道、曽根公園など）10

ワークショップ
講演 アートラボぎふ「スマホで体験！ メディアアートの世界」 2020年 11月 8日 クワクボリョウタ岐阜県

公益財団法人 岐阜県教育文化財団8

No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

1
デジタルファブリケーションの導入
「森林・木材の分野での活用方法を探るための
デジタルファブリケーションに関する講義と講習」

2020年 8月 20日 小林茂
伊澤宥依（RCIC）岐阜県立森林文化アカデミーワークショップ

講演

2 長良川鉄道 35周年記念切符 AR開発 2020年 11月－
2021年 3月

金山智子
平林真実長良川鉄道制作・開発

23
ヨーロー・エンタ・ピクニック
「新型グループ・ピクニック 2020 Autumn」 2020年 10月 24日

赤松 正行
金山 智子
伊村 靖子
松井 茂
瀬川 晃

養老公園パフォーマンス
出演・上演

3 イアマスこども研究会 2020年 8月 25日
2020年 10月 20日

金山智子
鈴木宣也
野呂祐人（RCIC）
佐々木紘子（RCIC）

大垣市情報企画課
岐阜県美術館
岐阜県博物館

研究・リサーチ

4 NHK PR改革 2020年 12月 1日 金山智子フォーカスグループインタビュー研究・リサーチ

6 Leading Educational group for Display research. 実行委員会 2021年 1月 14日－
2月 5日

鈴木宣也
平林真実
前田真二郎

（株）サカエチカマチ
サカエチカ クリスタル広場
産学連携、大学間連携

展示・上映

1 情報工房デジタルパークリニューアルについて - 金山智子
野呂祐人（RCIC）

大垣市情報企画課制作・開発

3 岐阜市科学館の来年度特別展 2021年夏 金山智子
平林真実岐阜市科学館展示・上映

6 みのシェア（美濃市相生町長屋） - 金山智子（株）みのシェアリングその他

7 コロナ禍での広報戦略・メディア活用についての相談 2020年 12月 23日 小林孝浩大垣市観光協会その他

8 大垣市新庁舎の多目的スペースの活用 - 金山智子大垣市その他

4 上石津の学校づくり 2020年 6月 19日 金山智子大垣市上石津地区その他

5 スーパースポンジテニスの普及に関する相談 2020年 7月－ 小林孝浩特定非営利活動法人
日本ハンディキャップ連盟中部支局その他

2 スイトピア 2021年度メディアアート事業 2021年
金山智子
ホアン・マヌエル・カストロ
前田真二郎

公益財団法人大垣市文化事業団展示・上映

5 2020空宙博企画展「ドローンが拓く未来」 2020年 8月 1日－
9月 27日

赤松正行
吉田茂樹岐阜かかみがはら航空宇宙博物館展示・上映

2020年度 連携事例

地域連携

産官学連携

1
ぎふ未来音楽展 2020 三輪眞弘祭－清められた夜－
プレイベント『プロローグ「音楽の終わりの終わり」は、
ここからはじまる──。』

2020年 8月 28日
三輪眞弘
前田真二郎
松井茂

サラマンカホールワークショップ
講演

2 プログラミング教育 COVID-19により延期 金山智子
鈴木宣也太洋社ワークショップ

講演

3
蔵元林本店とライフエスノグラフィプロジェクトとの
共同研究

2020年 4月 8日－
2021年 1月 26日

金山智子
小林昌廣
ホアン・マヌエル・カストロ

蔵元林本店研究・リサーチ

4 ぎふ未来音楽展 2020 三輪眞弘祭－清められた夜－ 2020年 9月 19日
三輪眞弘
前田真二郎
松井茂

サラマンカホールパフォーマンス
出演・上演

共同研究・事業

1 森のアートプロジェクト COVID-19により延期 金山智子
鈴木宣也本巣市ワークショップ

講演

受託研究・事業

相談

No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

5 Max サマースクール・イン・藝大 2020 2020年 8月 3日 三輪眞弘東京藝術大学ワークショップ
講演

6
(Re) generating Japan ──
コロナウィルス後の新しい「新しい生活様式」を思索する 2020年 8月 31日 小林茂京都工芸繊維大学ワークショップ

講演

3
Virtually Maker Faire「Maker Faire Kyoto 2020 Online 
and COVID-19 Makers Forum JP」 2020年 5月 23日 小林茂Virtually Maker Faire

ワークショップ
講演

4 Max サマースクール・イン・藝大 2020 プレトーク 2020年 5月 30日 三輪眞弘東京藝術大学ワークショップ
講演

2
Maker Faire Kyoto 2020 Online  パネルディスカッション
「COVID-19以降の世界にメイカーが貢献できること」 2020年 5月 2日 小林茂Maker Faire Kyoto

ワークショップ
講演

1
How to Make it Safe -誰かのためのものづくり -  
#2：自作マスク編 2020年 4月 23日 小林茂（株） NODE MEDICAL

FabCafe Tokyo
ワークショップ

講演

2020年度 その他 IAMAS関連事例
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No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

1
ワークショップ

講演
ネットワーク大学コンソーシアム岐阜：
公開講座「美しき人びと」

2020年 4月 10日－
2021年 3月 12日
（全 15回）

小林昌廣ネットワーク大学コンソーシアム岐阜

2
ワークショップ

講演 大人のためのブックトーク
2020年 5月 23日－
2021年 3月 27日
（全 6回）

小林昌廣岐阜県図書館

3
ワークショップ

講演
岐阜イノベーション工房 2020シンポジウム
「都市の“辺境”（フロンティア）」 2020年 5月 27日 小林茂株式会社プラド

4
ワークショップ

講演 イアマスこどもだいがく オンライン 2020年 8月
金山智子
野呂祐人（RCIC）
佐々木紘子（RCIC）

大垣市情報企画課

13 制作・開発 3Dバーチャルによる盆踊り 2020年 7月－10月 小林孝浩
金山智子

根尾盆踊り保存会
（株）リ・インベンション
（株）東京コンピュータサービス
CCNet

14 制作・開発 藁細工の後継者育成 2020年 12月 5日 金山智子安田政敏（藁細工職人）

15 制作・開発 2020池田山麓物語「願成寺古墳群美術展室内展示ある形」 2020年12月19日－ 31日 瀬川晃美濃国池田山麓物語実行委員会

16 制作・開発 サイン・スタディー -
瀬川晃
伊澤宥依（RCIC）

ソフトピアジャパンセンター及び
県営住宅ソピア・フラッツ指定管理者
伊藤忠アーバンコミュニティ・グループ

17 研究・リサーチ テクテクテク勉強会 2020年 7月 10日
2021年 2月 10日

金山智子
小林孝浩
山田晃嗣
平林真実
鈴木宣也
吉田茂樹

岐阜工業高等専門学校
岐阜県博物館

19 研究・リサーチ
デジタルアーカイブ学会研究発表
「ネット時代における 3Dバーチャルによる盆踊りの継承の
試み：岐阜県本巣市旧根尾村の盆踊りを事例として」

2020年 10月 18日 デジタルアーカイブ学会 金山智子
小林孝浩

20 研究・リサーチ 日本酒造りと官能評価方法 -
金山智子
瀬川晃
ホアン・マヌエル・カストロ

食品科学研究所

22 展示・上映 Ogaki Mini Maker Faire 2020 2020年 12月 5日－6日 小林茂ソフトピアジャパン センタービル

24 その他 大垣イルミネーション実行委員 COVID-19により延期 金山智子大垣イルミネーション実行委員

21 展示・上映 いろんなみんなの展覧会「種を、まく。」 2020年 10月 8日－11日 山田晃嗣
小林孝浩ぎふ清流文化プラザ

18 研究・リサーチ 県立博物館の見学＆意見交換会 2020年 7月 18日

金山智子
小林昌廣
ホアン・マヌエル・カストロ
吉田茂樹
小林孝浩

岐阜県博物館

ワークショップ
講演 未来を築く最新「xR」 2020年 9月 2日 小林昌廣公益財団法人ソフトピアジャパン

日本総合ビジネス専門学校5

ワークショップ
講演 岐阜クリエーション工房 2020

2020年 9月 13日－
12月 5日 小林茂岐阜県大垣市6

ワークショップ
講演 岐阜イノベーション工房 2020

2020年 10月 23日－
2021年 3月 25日 小林茂有限会社トリガーデバイス7

ワークショップ
講演 Web×IoTメイカーズチャレンジ大垣 2020年 11月 28日 小林茂

総務省東海総合通信局
Web×IoTメイカーズチャレンジ
大垣運営委員会

9

ワークショップ
講演

シビックプライド講座第 3回
「岐阜に足りないものは、デザイン？アート？それとも編集？」 2020年 12月 19日 伊村靖子みんなの森ぎふメディアコスモス11

ワークショップ
講演 ネットワーク大学コンソーシアム岐阜：公開講座 2021年 2月 18日 瀬川晃ネットワーク大学コンソーシアム岐阜12

ワークショップ
講演 神戸町観光ボランティアガイドの会 2020年 11月 29日 金山智子神戸町（大源寺、古道、曽根公園など）10

ワークショップ
講演 アートラボぎふ「スマホで体験！メディアアートの世界」 2020年 11月 8日 クワクボリョウタ岐阜県

公益財団法人岐阜県教育文化財団8

No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

1
デジタルファブリケーションの導入
「森林・木材の分野での活用方法を探るための
デジタルファブリケーションに関する講義と講習」

2020年 8月 20日 小林 茂
伊澤 宥依（RCIC）岐阜県立森林文化アカデミーワークショップ

講演

2 長良川鉄道 35周年記念切符 AR開発 2020年 11月－
2021年 3月

金山 智子
平林 真実長良川鉄道制作・開発

23
ヨーロー・エンタ・ピクニック
「新型グループ・ピクニック 2020 Autumn」 2020年 10月 24日

赤松正行
金山智子
伊村靖子
松井茂
瀬川晃

養老公園パフォーマンス
出演・上演

3 イアマスこども研究会 2020年 8月 25日
2020年 10月 20日

金山 智子
鈴木 宣也
野呂 祐人（RCIC）
佐々木 紘子（RCIC）

大垣市情報企画課
岐阜県美術館
岐阜県博物館

研究・リサーチ

4 NHK PR改革 2020年 12月 1日 金山 智子フォーカスグループインタビュー研究・リサーチ

6 Leading Educational group for Display research. 実行委員会 2021年 1月 14日－
2月 5日

鈴木 宣也
平林 真実
前田 真二郎

（株）サカエチカマチ
サカエチカ クリスタル広場
産学連携、大学間連携

展示・上映

1 情報工房デジタルパークリニューアルについて - 金山 智子
野呂 祐人（RCIC）

大垣市情報企画課制作・開発

3 岐阜市科学館の来年度特別展 2021年夏 金山 智子
平林 真実岐阜市科学館展示・上映

6 みのシェア（美濃市相生町長屋） - 金山 智子（株） みのシェアリングその他

7 コロナ禍での広報戦略・メディア活用についての相談 2020年 12月 23日 小林 孝浩大垣市観光協会その他

8 大垣市新庁舎の多目的スペースの活用 - 金山 智子大垣市その他

4 上石津の学校づくり 2020年 6月 19日 金山 智子大垣市上石津地区その他

5 スーパースポンジテニスの普及に関する相談 2020年 7月－ 小林 孝浩特定非営利活動法人
日本ハンディキャップ連盟中部支局その他

2 スイトピア 2021年度メディアアート事業 2021年
金山 智子
ホアン・マヌエル・カストロ
前田 真二郎

公益財団法人 大垣市文化事業団展示・上映

5 2020空宙博企画展「ドローンが拓く未来」 2020年 8月 1日－
9月 27日

赤松 正行
吉田 茂樹岐阜かかみがはら航空宇宙博物館展示・上映

2020年度 連携事例

地域連携

産官学連携

1
ぎふ未来音楽展 2020 三輪眞弘祭 －清められた夜－
プレイベント『プロローグ「音楽の終わりの終わり」は、
ここからはじまる──。』

2020年 8月 28日
三輪 眞弘
前田 真二郎
松井 茂

サラマンカホールワークショップ
講演

2 プログラミング教育 COVID-19により延期 金山 智子
鈴木 宣也太洋社ワークショップ

講演

3
蔵元林本店とライフエスノグラフィプロジェクトとの
共同研究

2020年 4月 8日－
2021年 1月 26日

金山 智子
小林 昌廣
ホアン・マヌエル・カストロ

蔵元林本店研究・リサーチ

4 ぎふ未来音楽展 2020 三輪眞弘祭 －清められた夜－ 2020年 9月 19日
三輪 眞弘
前田 真二郎
松井 茂

サラマンカホールパフォーマンス
出演・上演

共同研究・事業

1 森のアートプロジェクト COVID-19により延期 金山 智子
鈴木 宣也本巣市ワークショップ

講演

受託研究・事業

相談

No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

5 Max サマースクール・イン・藝大 2020 2020年 8月 3日 三輪 眞弘東京藝術大学ワークショップ
講演

6
(Re) generating Japan ── 
コロナウィルス後の新しい「新しい生活様式」を思索する 2020年 8月 31日 小林 茂京都工芸繊維大学ワークショップ

講演

3
Virtually Maker Faire「Maker Faire Kyoto 2020 Online 
and COVID-19 Makers Forum JP」 2020年 5月 23日 小林 茂Virtually Maker Faire

ワークショップ
講演

4 Max サマースクール・イン・藝大 2020 プレトーク 2020年 5月 30日 三輪 眞弘東京藝術大学ワークショップ
講演

2
Maker Faire Kyoto 2020 Online  パネルディスカッション
「COVID-19以降の世界にメイカーが貢献できること」 2020年 5月 2日 小林 茂Maker Faire Kyoto

ワークショップ
講演

1
How to Make it Safe -誰かのためのものづくり -  
#2： 自作マスク編 2020年 4月 23日 小林 茂（株） NODE MEDICAL

FabCafe Tokyo
ワークショップ

講演

2020年度 その他 IAMAS関連事例
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No. 区分 名称 日時 担当教員場所・主催・共催・協力・出版社

16
第 34回全国大会 論文発表
「モランディの部屋：鑑賞者が作者の作品世界をより深く
鑑賞することを可能にする機械学習を活用した体験型展示」

2020年 6月 9日
小林 茂
桑久保 亮太
松井 茂

人工知能学会研究・リサーチ

17
103rd Annual Conference  論文発表
「Sakazuki, Kodokushi: Website Depictions of Japanese
Seniors in the World’s Grayest Society」

2020年 8月 6日 金山 智子The Association for Education in 
Journalism and Mass Communication  

研究・リサーチ

15 みんなで楽しい迷子道を作ろう！（パーフェクトロン） 2021年 2月 28日 クワクボリョウタ景丘の家ワークショップ
講演

14 日本映像学会中部支部第 1回研究会 モデレーター 2020年 12月 12日 前田 真二郎 日本映像学会中部ワークショップ
講演

8 FabCafe Nagoya Opening Day @Online 2020年 9月 14日 小林 茂FabCafe Nagoya
ワークショップ

講演

10
第 23回文化庁メディア芸術祭 受賞作品展
エンターテインメント部門 受賞者トーク「視点の視点」 2020年 9月 19日 伊村 靖子文化庁ワークショップ

講演

11
Maker Faire Tokyo 2020 セッション
「メイカー視点で見えてきた、COVID-19以降の
世界における可能性」

2020年 10月 4日 小林 茂Maker Faire Tokyo 2020
ワークショップ

講演

12
西２丁目地下歩道映像制作プロジェクト
大木裕之、野口里佳による作品上映&アーティストトーク 2020年 11月 7日 松井 茂札幌文化芸術交流センター SCARTS

SCARTSコート
ワークショップ

講演

13
建築情報学会 学会設立＋書籍「建築情報学へ」 出版記念
イベント『「建築情報学」生・誕・祭 !!!』 2020年 12月 7日 小林 茂建築情報学会 設立準備委員会ワークショップ

講演

18
論文「Collective Memories of Disaster through Community
Radioー A Case Study of the Great East Japan Earthquake」 2020 年 9月 金山 智子情報通信学会誌 38巻 2号 研究・リサーチ

19
論文「災後・災間におけるコミュニティ放送による
記憶の継承」 2021 年 2月 金山 智子社会情報学 9巻 2号研究・リサーチ

21 安喜 万佐子展 ‘Chaos from Order – fullness of time’ 2020年 10月 17日－
12月 6日 前田 真二郎京都場展示・上映

9
第 23回文化庁メディア芸術祭 受賞作品展
功労賞インタビュー 2020年 9月 19日 伊村 靖子文化庁ワークショップ

講演

7 とやま D'DAYS2020 オープニングトーク 2020年 9月 4日 クワクボリョウタ富山県総合デザインセンターワークショップ
講演

31
漂流の演劇 維新派のパースペクティブ
「立ち続けることの快楽 ―芸能史から見た維新派―」 2020年 8月 8日 小林 昌廣大阪大学出版会出版・寄稿

32
クロワッサン No.1028
「災害時、いちばん頼りになるから。ラジオに日常的に
慣れておこう。」

2020年 8月 25日 金山 智子マガジンハウス出版・寄稿

33
ロボット 100 
  『Searching for unfamiliar forms of life 』 2020年 10月 29日 ホアン・マヌエル・カストロプラハ化学技術大学出版・寄稿

34
マイクロパフォーマティビティ
「地球外マテリアル・エージェンシー」 2020年 11月 26日 ホアン・マヌエル・カストロPerformance Research Journal出版・寄稿

35 『Perspectives on the Japanese Media and Content Policies』 2020年 12月 1日 金山 智子シュプリンガー社出版・寄稿

20 「The Dive －設計とアーカイブ－」展 2020年10月16日－20日 赤羽 亨N-MARK B1展示・上映

22 TOKIWA ファンタジア 2020 2020年 11月 29日 クワクボリョウタときわ遊園地展示・上映

37 「3.11を心に刻んで」 2021年 2月 11日 金山 智子岩波書店（Webマガジン）出版・寄稿

36 「『今ここ』を見て、伝えていくこと」 2020年 12月 5日 金山 智子映画「空に聞く」公式パンフレット出版・寄稿

25 第 13回恵比寿映像祭 2021年 2月 5日 赤松 正行東京都写真美術館展示・上映

29 CD『Vocal Works of Yori-Aki Matsudaira』 2020年 7月 7日 松井 茂コジマ録音出版・寄稿

30 詩集「二●二●」 2020年 7月 24日 松井 茂engine books出版・寄稿

23 「FORMATA」プロトエイリアンプロジェクト 2020年 12月 17日 ホアン・マヌエル・カストロ多摩美術大学 アートテークギャラリー展示・上映

26 NxPC.Live vol.46 X 1/2 2020年 10月 3日 平林 真実IAMAS
パフォーマンス
出演・上演

27
みちにわマルシェ
～SDGs につながるマーケットと新しいライフスタイル体験～ 2020年 11月 27日 平林 真実名古屋市中区錦二丁目内 長島町通パフォーマンス

出演・上演

28
現代詩手帖 2020.5   「大戦の後冷戦。湾岸戦争詩以後、
再びポスト・モダニズム ?」 2020年 5月 20日 松井 茂思潮社出版・寄稿

24 文化庁メディア芸術祭 京都展 2021年 1月 6日
2021年 1月 10日 前田 真二郎文化庁

京都文化博物館展示・上映

IAMAS-annual-report-2020.indd   26IAMAS-annual-report-2020.indd   26 2021/02/08   22:132021/02/08   22:13






	表紙
	index
	巻頭特集 コロナ禍のオンラインイベントについて、教職員と学生の声をききました(4)
	ぎふ未来音楽展2020 三輪眞弘祭－清められた夜－(8)
	NxPC.Live vol.46 X 1/2(12)
	岐阜クリエーション工房2020(14)
	イアマスこどもだいがく(16)
	イアマスこども研究会(18)
	新型グループ・ピクニック 2020 Autumn(20)
	Ogaki Mini Maker Faire 2020(22)
	2020年度連携事例(24)



